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第１章 総  則 

（名称・組織） 

第１条 この会は，広島県町村会と称し，県内の町をもって組織する。 

（事務所） 

第２条 この会は，事務所を広島市中区鉄砲町４番１号に置く。 

（目 的） 

第３条 この会は，会員相互の連絡協調を図り，町行政の円滑な運営と地方自治の

振興発展に寄与することを目的とする。 

（事 業） 

第４条 この会は，前条の目的を達成するために，次の事業を行う。 

(1) 町の事務及び町長の権限に属する事務に関する調査研究並びに連絡調整 

(2) 地方自治の振興発展に関する調査研究及び関係機関との連絡調整 

(3) 町の事務に必要な資料の確保及び提供 

(4) 町職員の教養及び福利厚生に関する事業 

(5) 町に係る公有財産の損害補てん及び賠償補償に関する事業 

(6) その他目的を達成するために必要な事項 



 

第２章 役 員 等 

（役員の選任等） 

第５条 この会に，役員として,会長１人，副会長２人及び監事２人を置く。 

２ 役員は，町長会議において，町長の中から選任する。 

３ 監事は，他の役員と兼ねることができない。 

（役員の職務） 

第６条 会長は，この会を代表し，会務を統括する。 

２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは，あ

らかじめ会長が指名するところにより，その職務を代理する。 

３ 監事は，会計を監査する。 

（役員の任期） 

第７条 役員の任期は，２年とする。ただし，任期中においても町長を退職したと

きは，その職を失う。この場合において，補欠役員の任期は，前任者の残任期間

とする。 

２ 役員は，再任されることができる。 

（報酬及び費用弁償） 

第８条 役員には，報酬を支給しない。 

２ 役員に，必要に応じ費用弁償を支給する。 

（顧 問） 

第９条 この会に，顧問を置くことができる。 

２ 顧問は，会長の推せんにより，町長会議の議決を経て，これを委嘱する。 

（専門委員） 

第 10 条 この会に，専門委員を置くことができる。 

２ 専門委員は，専門の学識経験を有するものの中から会長が委嘱する。 

３ 専門委員は，会長の委嘱を受け，必要な事項を調査する。 

 

第３章  会  議 

（会 議） 

第 11 条 この会の会議は，町長会議と正副会長会議とする。 

２ 第１項の会議は，会長が招集する。 



３ 町長会議と正副会長会議の議長の職務は，会長がこれを行う。但し，会長に事

故があるときは，副会長が，会長及び副会長ともに事故があるときは，その会議

に出席している町長の中から選任する。 

４ 町長会議の議事は，出席者の過半数の同意をもって決し，可否同数のときは，

議長の決するところによる。この場合において，議長は構成員として議決に加わ

る権利を有しない。 

（町長会議） 

第 12 条 町長会議は，必要に応じて開催する。 

２ 町長会議は，町長をもって構成する。 

３ 町長会議は，次の事項を議決する。 

(1) 事業計画及び事業報告 

(2) 予算及び決算 

(3) その他会長が必要と認めた事項 

（正副会長会議） 

第 13 条 正副会長会議は，会長及び副会長をもって構成する。 

２ 正副会長会議は，次の事項を議決する。 

(1) 事業計画及び予算 

(2) 規程の制定及び改廃  

(3) 重要な決議,要望の決定 

(4) その他会長が必要と認めた事項 

 

第４章  事 務 局 

（設置等） 

第 14 条 この会の事務を処理するために，事務局を設置する。 

２ 事務局には，事務局長及び所要の職員を置く。 

３ 事務局長及び職員は，会長が任免する。 

（事務局の組織等） 

第 15 条 事務局の組織及び所掌事務等については，正副会長会議の議決を経て会

長が別に定める。 

 

 



第５章  会  計 

（経費，会費） 

第 16 条 この会の経費は，会費，補助金，寄附金その他の収入をもって，これに

充てる。 

２ 会費は，町の負担とし，その金額及び負担方法は，毎年度予算で定める。 

（予 算） 

第 17 条 会長は，毎会計年度予算を調整し，年度開始前に正副会長会議の審議を

経て，町長会議の議決を経なければならない。但し，軽易な補正予算については，

正副会長会議の議決をもって町長会議の議決に代えることができる。 

２ この会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月 31 日に終わるものと

する。 

（決 算） 

第 18 条 会長は，毎会計年度終了後，決算を調整し，監事の監査を経て，町長会

議の認定を経なければならない。 

 

第６章  雑  則 

（規約の改正） 

第 19 条 この規約は，町長会議の議決を経なければ，これを変更することができ

ない。 

 

附 則 

１ この規約は，平成 17 年４月１日から施行する。 

２ この規約施行の際，現に役員の職にある者については，改正後の広島県町村会

規約により任命されたものとみなす。但し，任期は，平成 17 年４月の町長会議

までとする。 

３ この規約施行の際,現に理事（常務理事を含む。），特別委員の職にある者に

ついては，この規約の前日をもって解任されたものとみなす。 

 

附 則 

 この規約は，平成 22 年４月１日から施行する。 

 


